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ラティス・テクノロジーに日立ソフトが資本参加 
3Dのセキュリティビジネスを強化 

 
ラティス・テクノロジー株式会社 （代表取締役社長 鳥谷 浩志、以下ラティス）は、

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社（執行役社長：小野 功、以下日立ソフト）と

資本提携を結んだことを発表します。日立ソフトが取得するラティスの株式は 800 株、出資

比率 9.85%となり、同社はトヨタ自動車株式会社に次ぐ第 2位の株主になります。 

 

ラティスの軽量 3D データ XVL は、トヨタ自動車株式会社、ソニー株式会社、株式会社ニ

コンをはじめとする世界中の自動車産業、航空機産業、電機産業等多くの製造業に広く普及

しており、その 3D 技術は世界最高水準の軽量性、省メモリ性、表示速度が国内外で高い評

価を得ています。XVL の急速な普及に伴い、その大手ユーザーに対して、セキュリティ基盤

を提供することが急務となったため、ラティスと日立ソフトは 3D データのセキュリティ管

理に関し、協業を開始していました。今回の資本提携は、両社の提携関係をより強固にし、

3D データのセキュリティ事業を強化することを目的としています。協業の成果となる 3D デ

ータの漏えいを防止する製品として、ラティスから 3D データ編集ツール「XVL Studio Ver. 

7.0」が、日立ソフトからは、新製品「XVLstaff（エックスブイエルスタッフ）」が 2007 年

7 月より発売を開始します。 

 

現在、XVL をはじめとする 3D データの活用範囲が設計工程から、デザインレビューや生産

管理、ロジスティックスなどといった後工程まで広がりつつあり、その機密管理が必須なも

のとなっています。そこで両社では、外部公開する 3D データに対するアクセス権の付与、

配布した 3D データに対する操作履歴のトレースによる不正運用の検出、配布後の 3D データ

に対する参照の強制停止などといった制御を実現することにより、3D データのセキュリティ

を管理する製品を提供していきます。 

 

ラティスでは、今回の日立ソフトとの連携を軸に、大手ユーザーへのセキュリティ提案を

積極的に進める計画です。ラティスでは、今回の提携によるセキュリティビジネス強化によ

り、2007 年度、15 億 6000 万円(ラティス・テクノロジーグループの連結)の売り上げ達成を

目標としています。 

 

＜XVLstaff の製品紹介ページ＞ http://hitachisoft.jp/Products/xvl/ 

 
<用語解説> 

 

XVL 

「XVL」 (eXtensible Virtual world description Language) は、XML（eXtensible Markup Language） をベー

スとした超軽量 3D 表現として、ラティスが提唱する表現形式です。XVL を用いることで、3D CAD などで生成さ

れたデータを数百分の 1にまで軽量化することができます。また、メモリが少ない環境で巨大な 3D データを高

速表示する技術の実装により、ネットワーク環境での 3D データ共有に最適な形式です。さらに、XVL に変換され

たデータは、無償の XVL Player で閲覧が可能です。(http://www.lattice.co.jp/)。 

 

現在、XVL をベースとした技術文書を作成する製品群や、干渉チェック機能を搭載したビューワ製品などが市場

で高く評価されています。ラティスの XVL は世界中の自動車産業、航空機産業、電機産業等多くの製造業の会社

で採用されています。3D データの精度とアセンブリ構造データを保ちながら、軽量にデータ表現できるという特

徴から、デジタルモックアップ、シミュレーション、パーツカタログなどの用途に活用されています。製造業大



手では、3D CAD の普及により蓄積した 3D データの有効活用を目的に、XVL 製品を全社規模で導入するケースが

増加し、国内外で急速に普及が進んでいます。 

 

XVL Studio 

XVL ファイルのオーサリングから、形状確認、アニメーション作成、さらには協調設計におけるデザインレビュ

ーと幅広い場面でソリューションを提供する XVL 編集ツールです。 

 

 

 

 

 

 

ラティス・テクノロジー株式会社概要 

ラティス・テクノロジー株式会社はネット上でのグラフィックスソリューションを提供するために 1997 年 10 月、

慶応義塾大学の千代倉弘明教授（現会長）らが中心となって設立したソフトウェアベンチャ企業です。「XVL」

技術の研究開発と標準化、CAD や CG データを XVL に変換し、これを編集してネット配信可能にする XVL 製品群を

開発提供しています。「XVL」を最適処理するネット指向 3D コンポーネントソフト、XVL カーネルをベースにネ

ットワーク上でのグラフィックスソリューションを幅広く提供しています。 

 

ラティス・テクノロジー株式会社 

本社  ： 〒102-0074 東京都千代田区九段南 3-8-11 飛栄九段ビル 4F 

      TEL : 03-5212-5121 / FAX : 03-5212-5122 

ホームページ ： http://www.lattice.co.jp/  E-mail: casual3d@lattice.co.jp 

代表取締役社長 ： 鳥谷 浩志 

資本金  ： 6 億 8875 万円 

設立  ： 1997年10月 

 

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社概要 

日立ソフトウェアエンジニアリングは 1970 年、日立グループ最初のソフトウェア会社として発足しました。大

型コンピュータの基本ソフトの開発や官公庁、金融・保険・証券業向け大規模業務システムの開発などに取り組

んでおり、1992 年には東京証券取引所１部に上場。インターネット、セキュリティ、ライフサイエンス、ＧＩ

Ｓ（地理情報システム）、衛星画像、電子ボードシステムなどの分野でも、事業拡大を目指しており、特にセキ

ュリティ分野の代表的製品である「秘文」シリーズは多くの企業にご採用いただき情報漏洩防止ソリューション

のベストセラーとなっています。（http://hitachisoft.jp/） 

 

 

当リリース記事に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

 

ラティス・テクノロジー株式会社 営業統括本部 マーケティング室  

松浦 真弓 E-mail：matsuura@lattice.co.jp / TEL ： 03-5212-5121 

 

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 広報 IR 部  

竹橋、高野 E-mail：press@hitachisoft.jp / TEL  ： 03-5780-6450  

 

 

XVLはラティス･テクノロジー株式会社の登録商標です。 

XVLstaff は日立ソフトの商品名称です。 

その他記載されている会社名および製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

会社概要 


